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受賞コメント 
この度は本提案を選んでいただき誠にありがとうございま
す。コンペに参加し他の参加者の提案を拝見し、設計のア
イディアコンペではなかなか見られないリアリティのある
提案や、豊かな発想の提案とたくさん出会うことができ、
とても勉強になりました。また二次審査の際には建築の視
点からではなく、実際に減災を研究しお仕事にされている
方々からご講評をいただけたことが私にとって大きな糧と
なりました。ありがとうございました。 

 

評価コメント 
上下が狭く奥行の長い空間を波状的波が襲うと、引き波と寄せ波が衝突し、上部構造物が破壊さ
れるのでは。（相良） 

実際に日本社会で起きた、東日本大震災からの復旧政策における防潮堤のあり方にストレートな
疑問を投げかけ、またその解決策として斬新かつ壮大な構想を描いた。ジャストアイディアに留ま
らず、海岸沿いの地方の街の諸課題を多面的に見つめ総括的な構想の中で多くをより良く改善して
いく策で満たしている。政治を含めた街全体の構想が故、実際に実現に動くかどうかという点で
は一人の若いプランナーの立場としては微力で、なかなか難しいかもしれない。が、こうした、
社会の課題解決に向けた探究とアグレッシブなプランニングワークに、プランナーが時間を費や
すことは大きな意義・価値があると思う。（平林） 
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10 年後の今すべきこと

ステレオタイプからの脱却
東日本大震災後に津波対策としてコンクリー
トの高い壁（防潮堤）が次々と建設され、そ
れまで見えていた海が見えなくなってしまっ
たことが問題視されており、さまざまな防潮
堤が開発されているがこれといった解決案は
出ていない。
ではなぜ 10 年もの間、この防潮堤問題は解
決されなかったのか？それはそれぞれの地域
に合わせた防潮堤ではなく、どの地域にも当
てはめられるステレオタイプばかりが提案さ
れてきたからではないだろうか。これを踏ま
えて本設計では、地域の特徴を活かした地元
の人に受け入れられる防潮堤のあり方を提案
する。

防災意識の向上
新型コロナウイルスの感染拡大防止に努める時代に
おいて、多くの人が集まる避難訓練などの実施は控
えられている。地域で時間を合わせて災害対策を行
うことが困難であるため、個々の防災意識を日常か
ら高めておく必要がある。
また、実際に東日本大震災以前まで津波による大き
な被害がなかった地域での被害拡大や、危険区域で
あることが強く言い伝えられていた地域が被害拡大
を抑えた事例が確認されている。震災から 10 年が
経過し、被害が大きくなかったところは危険区域で
あっても防災意識が薄れてしまうことが懸念される。
これらの事象から普段から利用できる空間づくりで
防潮堤を身近に感じ、防災意識の向上を目指し今後
の被害拡大を防ぐ。

―震災後 10 年間から読み解く新たなランドスケープの提案―
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防潮堤：津波を防ぐための堤防（室蘭にはない）

防波堤：船着場の波を安静に保つための堤防

防潮堤と防波堤の違い
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津波浸水予測範囲
（最大浸水深（ｍ））

参考・北海道に津波被害をもたらす想定地震のワーキンググループ「太平洋沿岸の見直し」報告書 GSI データ (H24.6)

　　・室蘭地域マリンビジョン協議会「追直地域漁港業務継続計画 ( 追直地域漁港 BCP)」第 1.0 版 (R2.3.31)

防潮堤高さの選定

・対象敷地の予想最高津波高 5040 ㎜（震源が三陸海岸北部で、マグニチュード 9.1 の場合）

・多重防護による防潮堤高の抑制（防潮堤と防波堤が両方ある場合、防潮堤の高さを抑えることができる） 防波堤

防潮堤
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射流が発生

波がせり上がる

防潮堤従来の防潮堤
・海岸沿いに大きなコンクリートの壁

・津波が防潮堤を超えた場合、射流が発生しやすい
　　（射流：防潮堤の高さから津波が落下し、勢力が増す現象）

波を返す

射流を防ぐ

漁業関連施設 防潮堤

街

提案する防潮堤
・緑の広がる丘を進むと、海が見えてくる

・津波が防潮堤を超えても、射流が発生しにくい

漁業住民

現在の漁業と住民と海の関係性
・海岸沿いに漁業関連施設群が立ち並び住民と海との間に隔たりがあることに加え、日常から漁業と住民が関わる機会が少ない

・防波堤によって住民からは海が見えにくい

漁業関連施設

防潮堤

街

街

提案による漁業と住民と海の関係性
・地形を重ね垂直動線を設けることで、新たな漁業と住民の関係性が生まれる

・防波堤を超えて海を眺めることができる

漁業

住民
住民

漁業

防波堤

防波堤

4．設計手法4．設計手法1. 計画概要1. 計画概要

中学 3 年生の修学旅行で震災学習をした。東日本大震災から 1 年後の被災地や現地の人のお話は 14 歳の私にはあまりにも衝撃的で涙すら出ないほどの驚きを覚えたとともに、今でも目に焼きついた光景が頭から離れない。それから 8 年、
もう一度訪れた東北で建築の目線から被災地を見るようになっていた私は、8 年前に聞いた言葉「防潮堤で以前のような海の見える景色は失われているけれど、安全を考えると仕方ない。」これに対して学生ながらに何か行動しなければ
ならないと感じた。そこで、この卒業設計という「自分の建築を表現する場」を用いて今後の建築人生に通じる思想を形にしていく。マイナスのイメージと強く結びつくことも多い防潮堤に新たなイメージを与え、海・街・漁業関係者・
住民とのつながりの場でありつつ、日常からの利用により防災意識に働きかける提案である。
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既存の漁業関連施設の配置

必要に応じて順次施設を建設していったため、作業動線が交錯し使いにくい。

作業フローに対して施設の配置が整っておらず、作業効率が悪い。また岸壁

の作業スペースが狭く、出荷トラックと陸揚げ作業が輻輳している。
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提案する漁業関連施設の配置

作業の効率化を優先させながら、漁業と防潮堤との関係を考慮した配置。

荷捌き所や漁具保管庫など岸壁沿いへの配置が好ましい施設や、災害時の室

蘭漁港の拠点となる漁業協同組合の事務所など、日常での利用を優先させる

施設と災害時の有効利用を優先させる施設とを分類し、それぞれの利用方法

にあったゾーニングを提案する。

防潮堤

最上階である 4 階から
順に作業が進む製氷施
設では、階ごとの作業
の様子を見ながら登り
降りが可能。
屋上まで登りきると、
防波堤を超え水平線ま
で広がる太平洋が人々
の癒しとなる。

鮮度保持のために屋根付き
岸壁が好ましいとされる陸
揚場のうち、漁船クレーン
を使用する場所では、15ｍ
以上の高さの屋根が必要と
なることを活かし、緩やか
な傾斜の先に新たなビュー
スポットを設けた。

漁業、海へのエントランスとなる部分では、
快適性・危険性を考慮し身体的スケールに
合わせた 3 つの穴を設け、漁業関係者や観
光客、地元住民など利用者を問わず交流・
休憩のできる場とした。

3 本の道路に合わせて製氷施設から
街へ向かって流れるような形状は、
訪れる人々を受け入れる（上図）。
また道路から海へ向かう際には、め
くれた地形の先に海が抜けて見える

（下図）。

屋根のある所は加工場、屋根
がなく GL に沿って地形のマ
テリアルのみが変化する所は
天日加工場として利用され、
トップライトは日常から作業
風景を眺める機会となる。

加工場

天日加工場

海岸沿いは 1.2m
の地形のめくれが
手すりの役割を担
う。

直売所

漁業協同組合事務所の 1 階にある直売所
は、地形のレベルを下げて漁業関係者以
外もアクセスしやすいよう設計した。

トラック駐車場の屋根にあたる
中央部分は、漁港で利用される
ウィング式の大型トラックの形
状を加味した天井高とした。

直射日光・鳥糞から魚を守り鮮
度を保つため屋根付き岸壁とし
、荷捌き所の環境を整備した。
今まで建物の半分以上が使われ
ていなかった地方卸売市場に荷
捌き所の機能を一体化させるこ
とで、作業の効率化を図るとも
にスペースの有効利用を考慮し
た。
また、さかなの港町同窓会など
多い時には 1 万 5 千人もの人が
集まるイベント時にも利用でき
るよう、地方卸売市場や駐車場
の面積に余裕を持った。

地形操作ダイアグラム

2. 敷地2. 敷地 北海道室蘭市追直漁港

3. プログラム3. プログラム

街・住民

海との隔たり

海・漁業

漁業動線の複雑さ

ランドスケープデザイン

防潮堤

海・街・漁業・住民を繋ぎ

津波から街を守る

防災意識の定着

室蘭市追直漁港付近の現状として、「海
沿いに立ち並ぶ漁業関連施設群によって
街と海との間に隔たりがある」「防波堤
によって街から海が見えない」「防波堤
はあるが津波に耐えられる防潮堤がな
い」「その都度必要な施設を付け足した
配置による漁業動線の複雑さ」などがあ
げられる。本提案では、それらをランド
スケープデザインと防潮堤のデザインに
よって解決へと導き、海・街・漁業・住
民に新たな関係を与えるとともに、津波
から街を守り防災意識の定着を目指す。

漁業効率化と耐津波対策 防潮堤のデザイン

1960 年代 現在

埋め立て前の海岸線のライン

海岸線のラインに沿った住宅の並びが現在も残っていること

を活かし、

防潮堤やトップライトの形状に反映させ、過去から継承され

ている街並みを未来に残す夜には昔の海岸線を活かした 2 本のトップライトから光が漏れる

5．設計手法5．設計手法 ランドスケープのデザイン

6．ゾーニング6．ゾーニング 作業フローダイアグラム

東・西・島防波堤の強化工事が行われたほか、船着場の老朽化に伴い津波発生
時の崩壊防止のため、岸壁工事が昨年から令和 9 年にかけて実施されている（追
直漁港特定漁港漁場整備事業計画）が、津波高さに耐えられるものはない。

ホタテの養殖や沖合底引き網漁業、サケ定置網漁業などが盛んに行われており
胆振管内最大の水揚げを有している他、室蘭にある 5 つの漁港全ての管理を担
う漁業協同組合が設けられている。また漁師の高齢化と後継者不足が課題と
なっている。

現状の耐震対策

漁業の特徴 

津波の危険性 2011 年 3 月 11 日に発生した東日本大震災では、漁港に 2m の津波が押し寄
せ出荷作業に影響が出た。太平洋に面したこの土地は津波の危険性が高く、ま
た漁業の早期復興が求められる地域である。

北海道室蘭市 これまでの震災で大きな津波の被害はなかったものの、いつ津波にのまれても
おかしくない地域である。
祖父母との思い出が詰まったこの地で未来を守る、未来を楽しむ設計を。

マスタープラン 選定敷地のすぐ北側にある舟見町は居住誘導区域に指定されており、移住の促
進に伴い若い世代が増加している。住民に漁業に関心を持ってもらうことが今
後重要になる。
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